
交
通
局
の
方
針
に
は
「
一

般

会

計

か

ら

の

財

政

支

援

を

受

け

な

い

」

と

い

う

目

標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

井
上
議
員
は
、
「
こ
れ
は
、

市

長

か

ら

言

え

ば

財

政

支

援

は

し

な

い

と

い

う

こ

と

だ

。
『

自

分

は

支

援

し

な

い

か

ら

、

市

民

の

皆

さ

ん

支

援

し

て

ね

、

つ

ま

り

運

賃
値
上
げ
ガ
マ
ン
し
て
ね
』

と

。

そ

ん

な

話

は

通

用

し

な

い

」
「

運

賃

収

入

だ

け

で
賄
え
と
言
え
ば
、
結
局
、

際
限
の
な
い
経
費
節
減
と
、

や

が

て

は

値

上

げ

に

至

る

し

か

な

い

。

実

際

、

値

上

げ
の
方
針
だ

。
『
支
援

』
」

と

い

う

よ

り

、

公

的

な

責

任

・

役

割

と

言

う

べ

き

。

そ

の

責

任

を

国

や

市

の

一

般
会
計
が
果
た
す
べ
き
だ
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

「

市

民

の

足

を

守

る

と

い
う
必
須
の
事
業
で
あ
り
、

そ

れ

が

本

来

の

目

的

。

だ

か

ら

こ

そ

、

独

立

採

算

制

と

は

い

え

、

様

々

な

繰

入

が

制

度

化

さ

れ

、

実

際

に

も

、

一

般

会

計

や

国

か

ら

繰

入

さ

れ

て

い

る

」

と

指

摘

。
「

こ

の

繰

入

の

拡

大

か

縮

小

か

が

問

わ

れ

て

い

る

。

拡

大

こ

そ

」

と

論

点

と
課
題
を
整
理
し
ま
し
た
。

「

国

の

、

独

立

採

算

強

調

路

線

へ

の

批

判

的

視

点

が

な

い

と

、

結

局

は

経

費

節

減

と

値

上

げ

の

迷

路

へ

迷

い

込

む

だ

け

だ

。

利

用

促

進

、

収

入

増

へ

の

努

力

は

当

然

だ

が

、

同

時

に

、

繰

入

の

拡

大

、

低

利

の

政

府

系

金

融

の

活

用

、

融

資

・

返

済

制

度

の

改

善

、

利

子

補

給

等

々

、

国

へ

の

要

求

運

動

の

戦

略

を

練

る

必

要
が
あ
る
。

運

賃

の

値

上

げ

は

、

経

費

削

減

の

最

大

限

の

努

力

の

後

と

か

最

後

の

手

段

、

慎

重

に

、

選

択

肢

の

ひ

と

つ

、

云

々

で

は

な

い

。

値

上

げ

は

絶

対

し

な

い

と

い

う
大
目
標
を
立
て
た
上
で
、

以

上

述

べ

た

方

向

で

の

議

論

を

深

め

実

践

し

て

い

く

べ

き

だ

」

等

々

と

、

積

極

的

提

案

も

併

せ

て

討

論

し

ま
し
た
。
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市バスなどの運営の仕組み
市バス・地下鉄、上下水道などは、「公営

企業」、「独立採算制」と言われています。

私企業ではない、運営費用は収入等で賄う、

という意味です。福祉や教育、道路行政等

の「一般会計」に対し、独自の「特別会計」

での運営ですが、国民健康保険特別会計等

と同様、一般会計からの繰入や出資金・補

助金等の「支援」が認められています。

市
バ
ス
・
地
下
鉄
運
賃
は
、
値
上
げ
す
る
な

市
長
が
「
赤
字
」
を
理
由
に
「
市
バ
ス
８
％
程

度
、
地
下
鉄
７
％
程
度
の
運
賃
値
上
げ
を
見
込
む
」
、

３
～
４
年
後
頃
を
メ
ド
に
「
早
期
実
施
を
目
指
す
」

と
の
方
針
で
す
。
３
月

日
の
市
議
会
本
会
議
で
、
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自
民
・
公
明
・
民
主
・
維
新
等
が
賛
成
。
共
産
党

か
ら
井
上
け
ん
じ
議
員
が
反
対
討
論
し
ま
し
た
。

しかし、交通局の方針は「支援要らない」。

市長は「支援しない」 !? そこで更に、

「経費節減」つまり、職員削減、

民間委託、バス停改善しない・減

便など市民サービス低下。それで

も「赤字」なら、市長「市民の皆

さん、支援してね。近いうちに値

上げするのでガマンしてね」 !?

そこで、井上議員の反論「『経費

節減』もすでに限界。①公営企業

の運営者は『住民の福祉増進を目

的とする』（地方自治法）ところ

の地方自治体であり、その上に、

②公営企業法でも『企業の経済性

とともに、その本来の目的である
．．．．．．．．．．

公共の福祉増進』とある。経済性

＝独立採算制だとしても、本来の

目的は福祉増進。その為に、各種

の繰入、出資、補助などが法律で

も謳われている」。

第 17 条の２ 公営企業の経費で政令で定めるものは…一般会計…において、出資、

長期の貸付け、負担金…その他の方法により負担するものとする。

17 条の３ 地方公共団体は…特別の理由により必要がある場合には、一般会計…

から地方公営企業…に補助をすることができる。

18 条 地方公共団体は…一般会計…から地方公営企業…に出資することができる。

18 条の２ 〃 は… 〃 …から 〃 …に長期の貸付けをすることができる。

「地方公営企業法」より

自民党市議団ニュース

（ 3/27付 ）より 、ばっすい

「運賃改定は…『最後の手段』

として採られるべき経営選択

であり…運賃改定ありきでは

ありません」「安易に『値上

げ反対』と騒ぎ立てるのでは

なく…」。




